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　目的 ・RA の原因は不明で あるが ，そ の 病因に は免疫異常の 関与が考え られ て い る 。 前

回我 々 は西洋薬 で 治療管理 され て い る RA 症例に 対 し隋証的に 柴苓湯を併用 し，そ の 結果

臨床症状の 改善が得 られ長期にわた っ て 持続 して い る こ とが認め られ た 。 今回 はさ ら に 併

用 され て い る抗 1丿ウ マ チ 剤（DMARDs ）の 各種群 に つ い て もそ の 臨床効果を検討 した 。

　対象な ら び に方法 ・柴苓湯証 と判断され たRA47 例（男 11例 ，
女36例）で 年令は41才か ら

79才（平均61．3才）で あ っ た 。 柴苓湯 エ キ ス 剤（ツ ム ラ）を6，0か ら9，0gノ日 を併用投与 した 。

そ の 投与期間は 9 ケ月よ り37ケ月で あ り 133 ケ月以 ．．ヒが 29例を占めて い た 。 全例に 非 ス テ

ロ イ ド性 抗炎 症剤（NSAIDs ），38例 に ス テ ロ イ ド剤，34例 に DMARDs が投与 さ れ て い た 。

柴苓湯投与後の 臨床評価 ， また併用DMARDs （リウ マ チ 群 16例 金群23例） に つ い て 検討

を行 っ た 。

　結果 ・リ ウ マ チ 炎症 に 対す る効果 で は 前回同様，関節活動点数 は投与後 3 ケ月 よ り（pく

O．Ol）有意 に 減少 し33ケ月ま で 持続 して い た 。 総 合評価 で ある ラ ン ス バ リ
ー活動性指数

（L ．B ．　Index）は投与後 6 ケ月 よ り33ケ月ま で 統計学的 に 有意に 減少 した 。 臨床検 査 で は

RAHA 値が投与後 12ケ月よ り33ケ 月ま で統計学的 に 有意 に 減少 し，　 NAG 活性値 も同様 6

ケ月よ り33ケ 月まで有意に減少 した 。 またL ．B ．Indexの 改善率で の 総合評価 で はリマ チ ル 群で 10

％以上に改善した もの 8 例，
10％以上 に 悪化した もの 7例で あ っ た。金群で はそれぞれ改善 した

もの 15例 ，
悪化した もの 8例で あ っ た。またス テ ロ イ ド剤の 醐 兇が 4例に ， 減量が 6例に で きた 。

免疫学的検査で は リ ンパ 球サ ブセ ッ トの 解析で サ ブレ ッ サーT 細胞の 増加傾向を認 め た。

　考 察な らび に 結論 ・RA 患者 に 柴苓湯 を長 期 に 併用投与 し， 臨床所 見の 改善が 認 め られ

た 。 しか しDMARDs との 併用（リマ チ ル ，金）に お い て そ の 臨床効果に
一定の見解が得 ら

れ な か っ た 。 悪化例 に つ い て は柴苓湯証 の 不
一

致，証 の 変化 に よる もの ，ま た ，DMARDs

の 不応な の か
，
RA 炎症 そ の も の の 増悪 に よ る もの か明確で は な く今後 の 検討が必要と思

わ れ る 。 しか し適切 な症例の 選択 に よ り柴苓湯が RA の 薬物療法 に 有利 に 働 い て い る こ と

は無視で きない と思わ れ る 。
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